
第1部では、㈱ジェイティービー相談役の舩山龍二様を

講師に迎え、「旅のしあわせ」と題した記念講演会が催され

ました。

海外旅行が自由化された1964年から現在までの主力分

野の成長と変遷（海外旅行から国内インバウンドへ）を海外

旅行者、国内旅行者、訪日外国人旅行者の推移とご自身の経

歴と照らし合わせながら、また、ともに旅行業に携わってき

た仲間やこれまで出会ってきた業界以外の人々の名刺

27,000枚を9つに分類し“旅行商品の提供はどんな商品

を・誰と協力して・どんな立ち居地で売るのかが重要”と、

“変わりゆく旅行業界で長く働くことの重要性”を舩山様な

らではのユーモアを交えながらお話しくださいました。

次に、旅の教訓や旅の力から学び取るものを振り返るなか

で、「ライフステージの節目に旅行することは個人を育てる

種となる」と家族旅行や“旅育”の有意性、旅を提供する喜

びを解説くださいました。

「旅のしあわせ」とは、旅する側にも旅を提供する側にも

当てはまるフレーズであると、会員一人ひとりが再認識した

素晴らしい講演でした。

第2部の周年記念パーティーは、「旅は人を元気にします。

お客様の元気は私たち旅行業界を幸せにします。私たちもそ

の元気、幸せを次の世代へ継いでいけたらいい。今日は創立

30周年を祝いましたが、次の40周年を見据えて業界を盛

りたてていきたい」という戸井川裕美子会長の開会の辞で幕

を開けました。

今年設立20周年を迎えた名古屋支部を代表して、草次昌

子名古屋支部長から喜びの報告もありました。

来賓を代表して、国土交通省観光

庁 観光産業課長の鈴木昭久様から

「30年の長きにわたり旅行業の発展

に尽くされ、敬意を表したい。この

30年ほどの間に海外への旅行者は

あっという間に1,000万人を大き

く超え、今では来日外国人の受け入

れが経済成長戦略の柱となる時代に

様変わりして、日本の魅力を外国の

お客様に見ていただくよい機会がや

ってきた。また、大まかな観光地をめぐる物見遊山的な旅行

よりも、地域の魅力や人々の心、食事など旅本来の姿を楽し

む時代がやってきたと思う。そういった中で女性の感性、行

動力が今の日本を支えている。日本が世界に誇れる素晴らし

い国であるということ、また多くの日本人が世界を経験でき

る場作りに力を尽くしていただきた

い」と身の引き締まる祝辞をいただ

きました。

引き続いて、海外視察から戻られ

たばかり、お忙しいスケジュールを

縫って駆けつけてくださったトラベ

ル懇話会会長林田建夫様（㈱エヌオ

ーイー 代表取締役）からユーモア

たっぷりのご挨拶をいただき、乾杯

となりました。

JWTC創立30周年を祝う講演会とパーティーが、11月17日（水）、京王プラザホテルにおいて開催されました。

今年の会のテーマ『Next Door 2010 未来へつなごう 旅のしあわせ』のもと、来賓51名、OG16名、会員44名の

計111名の方がご参集くださいました。

舩山龍二様による記念講演

鈴木様からご祝辞を

林田様のご発声でご乾杯！



●当日参加できなかった方々のための「お化粧の実践ポイント」
★保湿とベタつきは別である。昼は化粧水と目まわりの美容液でOK。

夜は化粧水と乳液等をきちんとつける。

★ベースメイクは、乾燥や光老化を引き起こす紫外線から「肌を守る」

効果の成分が含まれているものを選ぶ。また、くすみや毛穴、小じわ

などの肌の凹凸を埋めてカバーできる下地が望ましい。

★ファンデーションは、「肌がキレイに見える」色と艶を長時間キープで

きるものを選ぶ。

★アイシャドウは、アイ・ホールには明るい色を使うほうがベター。

★目のフレームラインは濃いシャドウで目尻をくっきりと。

★眉はあまり細くしない。

★ハイライトは、目の下のクマができるあたりまで、ラメの入っていな

い「白っぽいオレンジ」でフワーッと覆うように入れる。

★頬紅はブラシを上向きにしてワイパーのように使ってなじませる。

★口紅は唇がふっくらと見えるように引く。唇と肌の境のくすんだ部分

をファンデーションなどでぼかしておくと、より効果的である。

今までの化粧時間に教えていただいた手順を加えると、15分は
早起きしなくてはならない。いつでもキレイでいたいという思い
と、「後5分寝かせて！」の思いの間で、葛藤の毎朝が始まるのだ
ろう。「灰になるまで女でございますから……」ネ。

近藤多津子 エムオーツーリスト㈱

■参加された皆さんのご感想
●美しくなるために練習しなければならないという先生のお言葉が印
象的でした。
●年齢に合わせたメイク術はアンチエイジングの強い味方！年齢の逆
行はできなくても、メイクで若々しさを保って前向きに。
●目元、口元を整えるとイキイキする。美しくなるのは素晴らしいこと。

女の子なら誰でも、幼い時分に母親の化粧台の引き出しにある
メイクアップ用品に憧れ、時にはナイショで使ってみたりした記
憶があると思う。姫たちにとって、お化粧はキレイな大人になる
ため（キレイな大人であり続けるため）の魔法であり、一方、社
会で働くための戦闘服の一種なのだと思う。
シミ、シワ、タルミ、くすみ……なんだか気になる今日この頃、

専門家のお話をぜひうかがいたいと出かけた。
今回のテーマは、ズバリ「年齢を重ねたからこそ美しい その

輝きを引き出すメイク」。つまり、40代、50代の女性が元気で
若々しくなれるメイクを教えていただけるということだった。

講師の仁くすのき先生は「それぞれの年代の
《キレイ》のためのメイクがあるはず」とい
う理論を基に幅広く研究をされ、また講演や
美容セミナー、化粧品開発にと活躍されてお
られる、まさに、私たちの救世主!!
戸井川会長をモデルに、眉、アイメイク……

という手順で、段階的、具体的にお話が進んでいく。先生の繊細
でなめらかな指と手の動きに、会員たちはなんだかいつもより好
奇心旺盛で積極的な感じ。
衝撃的だったのは、年齢を重ねるにつれて唇が内側に入り込ん

で薄くなり、これが老けた印象を与えるということ。先生が名前
を上げた何人かの女優さんを思い浮かべると、確かに唇がふっく
りしていて、若々しく見えるという共通点があった。

●夏の特別勉強会●

会の後半ではJWTC創立以来の歴代会長の紹介があり、

初代会長・安西美津子氏より激励の言葉を頂戴しました。ま

た、設立発起人の第一人者多田幸子様から創立当時のご苦労

など貴重なお話しを聞くことができ、こうした方々に支えら

れての30年と、会員一同思いを新たにしました。

友好関係のある中国婦女旅游委員会からの祝電が披露され

たほか、多くの来場者が各々設立30周年を祝い、活気にあ

ふれる華やかで和やかな会となりました。

伊藤聡子　㈱ピコ
■お送りいただいた祝電

日本旅行業女性の会　会長戸井川裕美子様

創立30周年を祝し、心よりお喜び申し上げます。

関係各位の並々ならぬご努力に敬意を表し、

パーティーのご成功を祈念いたします。

株式会社旅行新聞新社

代表取締役　石 井 貞 徳

尊敬する日本旅行業女性の会　戸井川裕美子会長

尊敬する日本旅行業女性の会の皆様および友人の皆様

このたびは、日本旅行業女性の会30周年を心よりお祝

い申し上げます。

貴会創立30周年以来、中日両国の女性の交流と理解を

促進するために、相互に訪中、訪日を重ね、両国の女性

友好に重大な貢献を果たしてきたことを思い返します。

2008年5月の四川大地震の際には会長自ら会を代表し

て北京を訪れ、被災地区に寄付金を寄せてくださったこ

とに、一同深く感動し、感謝いたしました。

末筆になりましたが、日本旅行業女性の会30周年記念

パーティのご成功を心からお祈り申し上げ、ご在席の皆

様のご健康とご活躍を念じております。

中国婦女旅游委員会

歴代会長の皆さん（右から初代・安西さん、2代・鈴木さん、4代・西鳥羽さん、
5代・木島さん、6代・長野さん、7代・戸井川さん）

講師 仁 くすのき氏
トータルビューティーアドバイザー
トータルビューティーサロン『仁 くすのき工房』代表



最近では築地市場と連携を試みたりして
いる。
東京の文化財庭園は浜離宮恩賜庭園、

小石川後楽園、六義園、旧岩崎邸庭園な
ど九カ所あり、内4カ所は三菱創業の岩
崎家からの寄付である。今年は大河ドラ
マ「龍馬伝」の影響で、旧岩崎邸庭園を
はじめとする岩崎家ゆかりの庭園が人気
で、都内観光のバスツアー企画にたくさ
ん取り入れてもらい入園者数に大きく寄
与した。JWTCでも昨年会員部の親睦会
で六義園と旧岩崎邸庭園を取り上げてい
ただき、28名の参加者にお楽しみいた
だいたが、都内に住んでいても初めて訪
れたという方が何人もいらした。
会員の皆さん、ぜひとも庭園にお出か

けください。京都の庭園と異なり東京は
池泉回遊式庭園といい、池の回りを回遊
しながら刻々と変わる景色をお楽しみい
ただけます。梅、菜の花、桜、菖蒲、ア
ジサイ、紅葉と四季おりおりの自然の姿
も格別です。手始めに、お正月は浜離宮
へどうぞ……私も今年は茄子を懐に忍ば
せて……お待ちしています！
さて、次回は名古屋支部から草次さん

の登場です！ よろしくお願いします。

に乗り、コぺンハーゲンからクレタ島へ
の欧州型バカンス体験である。同乗の北
欧の人々は3週間以上だが、私は1週間
の滞在型である。機内アナウンスはノル
ウェー語だけで、隣に座った老婦人が要
点を英語で伝えてくれるというやや不安
な旅立ちだった。
イラクリオンに近いプライベートビー

チを持った4星ホテルでスタートした私
の滞在型1日目は北欧人に倣って日がな
一日ビーチに隣接するホテルの芝生でご
ろごろである。見回すと人々は本を読ん
だり、昼寝をしたり、午前中は仰向けに、
昼食後はうつ伏せになりひたすら陽に焼
ける。しかし、当時23歳、初めての欧
州である。初日は時差ボケもあり、ごろ
ごろできたが、1日で飽きてしまい、翌
日からは一人で精力的に島内観光を試み
た。他のホテルを見学したり、バスツア
ーを利用してクノッソス宮殿をはじめ、
大神ゼウス誕生の洞窟などギリシャ神話
の世界をくまなく見て回ったものである。
帰国後、クレタ島をはじめ、欧州では

馴染みのリゾート（マジョルカ島やシシ
リー島、カナリア諸島等々）を商品化し
て新聞広告を行い大々的に売り出したが、
ヒットには至らなかった。当時の経営者
に先見の明があったというか、時期尚早
だったというべきか、とにかくその後30
年近い欧州旅行企画担当の貴重な第一歩
だった。
さて、バイヤーとしての旅行会社時代

から立場を変え、現在はサプライヤーと
して旅行会社やホテル、観光案内所に文
化財庭園を紹介し、売り込む仕事をして
いる。外国人観光客の来園促進も職務の
内で、外国語でポスターを作成したり、

公園協会に職を得て以来4年、正月に
浜離宮恩賜庭園で開催される「諏訪流放
鷹術の実演」を担当しているため、私の
仕事初めは1月2日である。仁徳帝の御
世に始まったとされる鷹狩りは天皇や公
家、そして武家によって守り育てられ、
徳川幕府のもとで完成したといわれてい
る。明治期には天皇家に受け継がれ、戦
前までは浜離宮も実際に宮内庁の鴨場だ
ったこともあり、現在は民間の鷹匠に伝
承されている放鷹術をこの庭園で披露し
ているのである。正月のハイライトは隣
接する電通本社ビルの屋上から鷹を放ち、
庭園内の鷹匠の腕に据える技である。こ
れに立ち会うため、私は、飛翔する鷹と
鷹匠氏とともに毎年屋上に上っている。
ここ数年の正月は雲ひとつない晴天で、
頭に雪をいただいた富士山がくっきりと
見える。目の前には鋭い眼差しの鷹、と
すれば、正月の縁起物にはあとひとつ…
…しかし、これは夢ではなく現実の世界
である。青空に吸い込まれそうな高いと
ころに上って下界を見ていると来し方行
く末が浮かんでくるのである。
昭和52年、入社2年生の初欧州出張

はパリでもなければロンドンでもなく北
欧三国の旅行客に混じってチャーター機

⑭

庭園へ行こう！～自然を楽しむ贅沢なひととき～

長 野 久 絵

2010夏　軽井沢にて

浜離宮恩賜庭園・大泉水と中島の御茶屋

会員No.425

勝村　良子　
㈱日本旅行

1998年日本旅行入社、国際旅行事業部（インバウンド）配属。

海外約40カ国の旅行会社と仕事をし「日本の常識＝世界の非常識」

を思い知る。2005年外務省出向、在ウクライナ日本国大使館にて

広報文化担当二等書記官として勤務し「民の常識＝官の非常識」

を思い知る。2008年日本旅行ソリューション営業本部に復帰。「女

性の常識＝男性の非常識」がまだまだ根強いことを思い知る。

現在、女性営業担当者活性化プロジェクト担当。セールスウー

マンたちのお役に立てればとの一念でJWTCに入会。先輩の皆様

方、ぜひお力添えください！

★新入会員紹介★

会員No.426

神谷　由紀子　
ルシオール社シドニー本社日本地区代表

ルシオール（Lucioles）社 - シドニー本社の日本地区代表を担当

しております。弊社は、2011年を1回目とし、“Blossom Japan“と

いうインバウンド＆アウトバウンドを兼ねるラグジュアリートラ

ベル商談会を日本（東京）にて開催をいたします。世界と比べる

と日本の旅行業は大変遅れており、またスピード、アイデアのな

さは日本ブランドの価値を更に下げている気がします。女性の意

見、視点を生かす場がもっとあるべきだと思う日々です。

JWTCの皆様のご意見等もお伺いし、見聞を広めていきたく存

じます。よろしくお願いいたします。



JWTC創立30周年記念パーティー
が無事終了いたしました。
ご来賓、OG、そして現会員の総勢

111名の皆様にお集まり頂きました。
大変盛大で良いパーティーだった

と、後日ご来賓の方々からお言葉を頂き、会員と
してとても誇らしく思いました。
プロジェクトチームの皆様のご準備、ご苦労に

心から感謝します。誠にありがとうございました。
先輩方はお着物やドレスに身を包み、凛として

いらっしゃられて、仕事を終えてスーツ姿でばた
ばたと駆けつけた（しかも遅刻…）自分が恥ずか
しくなりました。
改めて30年の重みを感じたとともに、次の10年

を我々現会員が更に盛り上げて行き、40周年記念
には正装で挑みたいと思います！　　　　（C.K.)

JWTC事務局：〒107-0062   東京都港区南青山2-22-15  クリヤマビル7階 ㈱ピコ内　電話03-5411-7218
URL   http://www.jp-jwtc.org/index.html

編 集

後 記

□総務部□
●30周年記念行事への協賛金納入状況報告
協賛金：計34口 170,000円（10月13日現在）
●総会開催日

□会員部□
●新入会員について。現在、会員数68名
●年度途中の入会における年会費をどのようにする
か、現在の会員規約にうたわれていないため、次
年度の総会で細則追加を予定

□事業部□
●勉強会の日程。
日時：2011年1月25日（火）
場所：庭のホテル
テーマ：「JWTCの会員の仕事を知る」
●総会案内

□その他□
●来年度の規約改正と役員選出について

☆ ☆ ☆ 名 古 屋 支 部 便 り ☆ ☆ ☆

JWTC名古屋支部　取り扱いの難しい留学・ホームステイに特
化し取り組んでいるJWTCメンバーの名鉄観光サービス、留学セ
ンター長加藤真知子さんと境智美さんに『最近の留学事情～お子
さまからシニアまで』と題し、お話を伺いました。

最近は誰でも手軽に行ける時代＝危険度も増しています。出発
までに本人のみならず、ご家族とも丁寧なカウンセリングをし、
その人の留学を成功させるべく、時には断わることの大切さも必
要だとお話しいただきました。

異文化体験は、「語学留学」のみならず「おけいこ・趣味留学」
「ボランティア留学」「親子de留学」など体験談も交え、幅広く紹
介いただきました。留学を迷っていらっしゃるのであれば“まず
行ってください”とお声をかけるそうです。帰国された方々のお
顔を見ると、明らかに変わり、生き生きとされてます。
留学を成功させるのは、やはり本人次第。チャレンジ精神、自

ら発言し行動、目的をもち少しのことではめげないなど、積極的
に意欲的に行動の範囲を広げることが成功のひとつと考えます。

鈴木恒子 ㈱アドバンス

■第2回勉強会■

最近の留学事情～お子様からシニアまで～
日時　2010年10月21日（木） 於：キャッスルプラザホテル
講師　加藤真知子氏　名鉄観光サービス㈱ 名鉄観光留学センターセンター長

境　 智美 氏　名鉄観光サービス㈱

30周年記念行事開催のご報告
多くの皆様にご参会いただき、予想以上の盛会となり30周年を祝うこ

とができました。また、お祝い金、生花のご寄贈、祝電など大変温かい
お心遣いをいただきましたこと、感謝申し上げます。会員の皆様には、
昨年度より協賛金のお願いをいたしましたが、大勢の皆様にご賛同いた
だきありがとうございました。
周年行事を無事に開催することができましたのも、皆様の温かいご支

援とご協力の賜物であり、心よりお礼申し上げます。
JWTC会長　戸井川裕美子
JWTC30周年プロジェクト

■2010年11月17日（水）京王プラザホテルにおいて開催　
（当日のプログラム、その他詳細はトップ記事をご参照ください）

お祝い金　舩山龍二様（㈱ジェイティービー相談役）
木島榮子様（JWTC会員・第5代会長／

㈱クルーズバケーション代表取締役）

生花寄贈　田川博己様（㈱ジェイティービー代表取締役社長）
JTLN会員ご一同様

祝　　電　石井貞徳様（㈱旅行新聞新社　代表取締役社長）
中国婦女旅游委員会様

協賛金ご協力　2010年7月20日以降　（敬称略）
鈴木　光子・福久　典子・斉藤久美子
中村　豊美・長島　弘美・近藤多津子　

（各一口　5,000円）
協賛金合計額　420,000円

2009年度 245,000円
2010年度 175,000円　

30周年プロジェクト
田辺　典子（座長・副会長）
斉藤久美子（副座長・会員部）
近藤多津子（総務部）
福田　和生（広報部）
長野　久絵（事業部）
伊崎留為子（会員部）

2011年総会のご案内
第31回総会を下記の通り開催

いたします。

日時：2011年2月26日（土）
14時（予定）より

会場：東京ウィメンズプラザ
（表参道）

＊総会終了後、懇親会を予定しています。
詳細は追ってお知らせいたします。


